
　　　　

　

平日 10 時 0 分から 18 時 30 分まで

休日 9 時 30 分から 17 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

お花見、いちご狩り、遠足、川遊び、夏祭り、工場見学、ハロウィン、球技大会、クリスマス会、餅つき、初詣、節分、ひな祭り、外出活動、誕生会など

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

家族支援

連絡帳や送迎時を活用して、事業所での活動内容やお子さまの様子について情報
をお伝えし、ご家庭との連携を大切にしながら、より良い支援へと繋げていきま
す。また、日々の様子を詳しく把握し、ご家庭での具体的な場面での関わり方に
ついて助言を行い、お子さまの成長を一緒に支えていきます。

移行支援

次のステップへのスムーズな移行を目指し、保育所や学校などの関係機関
と連携を密にし、情報を共有しながらお子さま一人ひとりに適した支援を
行います。家庭との連携も大切にし、安心して次の環境へ進めるようサ
ポートします。

地域支援・地域連携

地域の福祉や教育機関と連携し、お子さまが地域の活動や行事に参加する機会を
提供し、地域住民との自然な交流を促進します。また、お子さまが安心して地域
で過ごせるよう、環境づくりを支援し、地域社会の中での成長をサポートしま
す。

職員の質の向上

職場内教育（OJT）および職場外研修（OFF-JT）を通じ、個々の能力向上
を目指します。また、職員一人ひとりがチームワークを大切にした支援が
できるようサポートします。

支　援　内　容

本
人
支
援

視診を通じて、お子さま一人ひとりの心と体の状態を丁寧に見守り、小さなサインや変化にも気づけるよう支援を行います。また、食事や排泄、衣類の着脱、身の回りの整理整頓など、生
活に必要な基本的なスキルを楽しく学びながら身につけられるよう支援します。

　例：手洗い・歯磨き指導、健康チェック、時間を意識した行動の切り替え、買い物支援、おやつ作りを通した食育、身だしなみや持ち物管理等身辺自立など

事業所内では、お子さまが自力での移動や歩行を安全に行えるよう支援し、日常生活に必要な移動能力を育みます。また、外出活動では公共交通機関の利用などを通じて、社会の中での移
動スキルの向上を目指します。引き出したい動きを考え身体の間隔や感触を刺激し、姿勢と運動の改善・向上を図ります。さらに、お子さまの興味に応じた遊びや活動を取り入れながら、
一人ひとりの特性に応じた環境調整を行います。
　例：姿勢の保持や動作の改善、体操・ダンス、ビジョントレーニング、水遊び、スライム・粘土遊びなど

お子さま一人ひとりの認知の特性に合わせて、得られた情報を適切に理解し、それを行動に繋げられるよう支援します。また、数や大きさ、重さ、空間、時間といった日常生活に必要な概
念を楽しく学びながら身につけられるようサポートします。

　例：季節の制作、パズルや迷路など思考力を養うゲーム、集団遊び（カードゲームなど）、個別課題など

言葉だけでなく、身振りやサインなど多様な方法を活用したコミュニケーションを大切にし、五十音表やタブレットを使いながら、会話や意思を伝えるための基礎的な力を育てます。ま
た、さまざまな状況で気持ちの折り合いをつける方法を学び、対人関係の調整を支援することで、円滑なコミュニケーション能力の発達を目指します。

　例：読み聞かせ、こども会議、集団活動での発表、絵日記など

お子さまが安心して過ごせる環境づくりを大切にし、人との関わりの中で信頼感を育めるよう支援します。個別の遊びを通じて興味や関心を広げながら、共同での遊びや活動へと発展さ
せ、仲間づくりや社会性の発達をサポートします。また、ルールのある集団活動を取り入れ、相手を理解し合い、互いの存在を認め合う関係づくりを支援します。

　例：外出活動、体験活動、ルールのある集団活動、ごっこ遊び、地域交流など

法人（事業所）理念 お子さま一人ひとりの可能性を引き出し、「自立の力を育てる」ことを大切にします。

支援方針

日常生活における基本的動作やマナーの習得、友達とのやり取りを通して遊ぶ楽しさやルールを学び集団生活への適応能力を高めていきます。お子さまの個性や特性に応じた支援、就学に
向けたサポートを行います。

事業所名 児童デイ　ワンハート穴吹（児童発達支援） 支援プログラム


